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【 今考えねばならないRA 

バイオ治療薬の使い分け】
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---- Summary  ----

現在国内では8剤のbDMARDsが関節リウマチ治療に使用可
能である。1st  bDMARDsが効果不十分のため、2nd  
bDMARDsの効果が有用であることについてのEBMは増えて
いる。しかし、過去の試験はほぼTNFiを1stバイオとしての
データであり、EULAR Recommendation 2016でもIst
bDMARDsとして使用可能となったトシリズマブからのBio 
Switchを検討した論文はほとんど発表されていない。多くのエ
ビデンスを踏まえて、2nd bDMARDSの選択を考察する。

不明な点がございましたら、弊社MRまでお問い合わせください。


